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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社は、平成19年７月にマレーシアで霊園事業の経営権を有するビューティースプリングインターナショナル社

（現・連結子会社。以下、ＢＳＩ社といいます）の株式を取得した際、ＢＳＩ社の株式価値が適切に評価されなかった

可能性について疑義が生じたことを受け、平成26年12月17日付で当社と利害関係のない外部専門家を含む社内調査委員

会を設置し、関連する事実関係の調査を進めてまいりました。

　当社は、本件霊園事業の70％持分を所有するＢＳＩ社の全株式を平成19年７月に、本件霊園事業の残り30％持分を平

成21年８月にそれぞれ取得しておりますが、平成27年３月20日付で社内調査委員会より受領した調査報告書において、

ＢＳＩ社株式の取得時およびそれ以降の株式評価に係る事実関係について調査した結果、今回新たに入手した鑑定書に

基づく事実等により、平成19年７月の、本件霊園事業に関する70％持分取得当時の計上額124億円が適切な事業評価と

認められないこと、および当時採用された会計処理が適切な処理と認められないとの指摘があり、下記内容の過年度の

会計処理の訂正を行いました。

　

１．ＢＳＩ社株式の取得原価の訂正

　平成19年７月のＢＳＩ社株式の取得原価は取得時においてその価値評価が適切に行われていなかったとの調査結果か

ら、社内調査委員会が新たに入手した鑑定書に基づき当時の価値評価を行った結果、株式譲渡契約書上の対価124億円

に見合う価値が無かったものと認められたため、平成19年７月の、ＢＳＩ社株式取得時点における本件霊園事業に関す

る持分70％の価値約18億円までＢＳＩ社株式の帳簿価額の減額を行いました。

　なお、平成20年度以降、個別財務諸表において計上されたＢＳＩ社株式の減損処理については、その処理を取消す訂

正を行いました。

　

２．開発事業等支出金にかかる会計処理の取消

　資本連結手続の結果として生じる差額約121億円は開発事業等支出金（たな卸資産）として会計処理をしておりまし

たが、今回新たに入手した鑑定書に基づく事実等により、のれんとして会計処理すべきであるとの指摘を踏まえ、連結

財務諸表における開発事業等支出金に係る全ての会計処理、すなわち当初計上、原価払出し、減損処理および為替変動

処理を取消す訂正を行いました。なお、平成21年８月の、本件霊園事業に関する残り30％の持分取得時における会計処

理についても上記と同様の訂正を行いました。

　

３．のれんの計上

　資本連結手続の結果として生じる差額約121億円は開発事業等支出金（たな卸資産）として会計処理をしておりまし

たが、今回新たに入手した鑑定書に基づく事実等により、のれんとして会計処理すべきであるとの指摘を踏まえ、連結

財務諸表において、社内調査委員会が新たに入手した鑑定書に基づき、平成19年７月の、ＢＳＩ社株式の取得時点にお

ける本件霊園事業に関する持分70％の価値18億円までのれんの帳簿価額の減額を行った上で、取得時以後は20年間に渡

る均等償却を行いました。なお、平成21年８月の、本件霊園事業に関する残り30％の持分取得時における会計処理につ

いても上記と同様の訂正を行いました。

　

　また、以上の過年度の会計処理の修正にあわせ、過去において判明していたものの重要性が無いため訂正をしていな

かった事項の訂正も行うことといたしました。

　

　これらの決算訂正により、当社が平成25年８月14日に提出いたしました第76期第２四半期（自　平成25年４月１

日　　至　平成25年６月30日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の

４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、ＫＤＡ監査法人により四半期レビューを受けており、その四半期レ

ビュー報告書を添付しております。

　また、四半期連結財務諸表の記載内容に係る訂正箇所については、XBRLの修正も行いましたので併せて修正後のXBRL

形式データ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。
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２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

１　事業等のリスク

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）業績の状況

(2）財政状態の分析

(5）重要事象等について

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

注記事項

 (四半期連結損益計算書関係)

 (セグメント情報等)

 (１株当たり情報)

　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第75期

第２四半期
連結累計期間

第76期
第２四半期
連結累計期間

第75期

会計期間
自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日

自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日

自　平成24年１月１日
至　平成24年12月31日

売上高 (千円) 1,507,948 3,387,021 4,275,332

経常損失(△) (千円) △112,381 △67,708 △379,944

四半期(当期)純損失(△) (千円) △89,611 △116,520 △370,175

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △152,229 △104,229 △459,175

純資産額 (千円) 8,374,231 7,988,519 8,080,135

総資産額 (千円) 11,718,980 17,023,773 12,612,603

１株当たり四半期(当期)
純損失金額(△)

(円) △0.33 △0.43 △1.35

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 71.3 46.6 63.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △77,830 274,501 571,499

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △357,730 △58,336 △847,791

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △113,240 2,402 △529,173

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 979,996 1,023,264 590,835

　

回次
第75期

第２四半期
連結会計期間

第76期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) (円) △0.52 △0.56

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失である

ため、記載しておりません。

　

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

ついて重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（宿泊事業）

　連結子会社化（持分の取得）：ギャラクシー一般社団法人、オリオン一般社団法人、ヴァルゴ一般社団法人、ジェミ

ニ一般社団法人、ギャラクシー合同会社、オリオン合同会社、ヴァルゴ合同会社、ジェミニ合同会社　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリ

スク」について、下記事項を除き重要な変更はありません。　

　

継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況

当社グループは継続的に営業損失を計上していることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が

存在しております。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権発足後の金融・財政政策への期待感から、外国為替相場

が円安基調に転換するとともに日経平均株価も上昇に転ずるなど、明るい兆しが見えはじめました。しかしながら、

雇用および所得環境には依然として厳しさが残るなど、個人消費の節約志向は根強く、引続き予断を許さない状況が

続いております。

　当社グループにおきましては、宿泊事業において、昨年10月に当社系列ホテルに加わったホテル・アゴーラ リー

ジェンシー堺を運営管理する株式会社アゴーラ・ホテルマネジメント堺を前期に連結子会社化したこと等により、前

年同四半期比で大幅な増収となりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高で3,387百万円（前年同四半期比124.6％増）と大幅に

増加しましたが、利益面では、前年度の損益水準を回復するには至らず、営業損失は、前年同四半期比36百万円改善

し、39百万円（前年同四半期は営業損失75百万円）となりました。また、営業外費用に豪州の持分法適用関連会社に

おける分譲住宅の販売不振を要因とする投資損失43百万円を計上したこと等により、経常損失は67百万円（前年同四

半期は経常損失112百万円）、当期に連結子会社化した匿名組合における共同出資者に対する収益分配部分として匿

名組合損益分配額29百万円を計上したことにより、四半期純損失は116百万円（前年同四半期は四半期純損失89百万

円）となりました。

　セグメント別の業績は以下のとおりです。

　① 宿泊事業

　宿泊事業部門におきましては、前期に株式会社アゴーラ・ホテルマネジメント堺を連結子会社化したことが寄与

し、売上高は2,933百万円（前年同四半期比160.2％増）と大幅な増加となりましたが、利益面では、前年度の損益水

準を回復するには至らず、営業損失は、前年同四半期比33百万円改善の、26百万円（前年同四半期は営業損失59百万

円）にとどまりました。

　② 住宅等不動産開発事業

　住宅等不動産開発事業部門におきましては、引続き入居率の維持向上と適宜適切な賃貸家賃の見直しに努めた結

果、売上高はほぼ前年同四半期並みの143百万円（前年同四半期比4.3％減）となりましたが、入退去に伴う原状回復

費用等の発生により、営業利益は67百万円（前年同四半期比10.5％減）となりました。
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　③ 霊園事業

　霊園事業部門におきましては、販売価格帯の見直しによる顧客層拡大等、営業活動を強化した結果、売上高は303

百万円（前年同四半期比48.3％増）と大幅な増加となり、営業利益は23百万円（前年同四半期は営業損失３百万円）

となりました。

　④ 証券投資事業

　証券投資事業部門におきましては、期末にかけ進んだ円安および香港株式市場の株安の影響等により、当社が保

有・運用する外貨建ての外国証券に係る為替差益および評価損が発生したことにより、営業利益は６百万円（前年同

四半期比76.2％減）となりました。

　

　（２）財政状態の分析

　（資産）

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて35.0％増加し、17,023百万円となりました。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて21.1％増加し、2,743百万円となりました。これは、開発事業等支出金が

72百万円、現金及び預金が484百万円増加したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて37.7％増加し14,136百万円となりました。これは、建物及び構築物が

3,952百万円、土地が1,799百万円増加したことなどによります。

　（負債）

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて99.3％増加し、9,035百万円となりまし

た。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて3.1％増加し、1,763百万円となりました。これは、１年内返済予定の長期

借入金が70百万円、賞与引当金が８百万円増加したことなどによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて157.7％増加し、7,271百万円となりました。これは、匿名組合出資預り金

が2,894百万円増加したことなどによります。

　（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.1％減少し、7,988百万円となりまし

た。これは、利益剰余金が116百万円減少し、新株予約権が12百万円、為替換算調整勘定が15百万円増加したことな

どによります。

　

　（３） キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ432

百万円増加し、1,023百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は274百万円（前年同四半期は77百万円の支出）となりました。

　これは主にその他の流動資産の減少額251百万円によるものであり、前年同四半期と比較して売上債権及び仕

入債務が減少しております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は58百万円（前年同四半期は357百万円の支出）となりました。

　これは主に貸付けによる支出によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は２百万円（前年同四半期113百万円の支出）となりました。

　これは主に短期借入金の純増加額によるものであります。

　

（４）生産、受注及び販売の実績

　当第２四半期連結累計期間において、販売の実績に著しい変動がありました。その内容については「(1)業績の状

況」に記載の通りです。

　

（５）重要事象等について

当社グループは継続的に営業損失を計上していることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況

が存在しております。

このような状況を解消すべく、主に以下の内容の諸施策を継続的に実施しております。

① 宿泊事業

守口ロイヤルパインズホテル（平成24年８月１日「ホテル・アゴーラ大阪守口」としてリニューアルオープン）、

浅草ビスタホテル（平成24年７月27日「アゴーラ・プレイス浅草」としてリニューアルオープン）、リーガロイヤル

ホテル堺（平成24年10月１日「ホテル・アゴーラリージェンシー堺」としてリニューアルオープン）の取得等により

大幅に事業を拡大してまいりました。今後も、経営資源を共有化することにより運営業務の集約・効率化を図るなど

収益力の向上に取り組んでまいります。

② 住宅等不動産開発事業

所有している都内賃貸マンションは満室化を目標にコストの低減をはかり収益性を向上させてまいります。

③ 霊園事業

新しい納骨堂の建設を行い、納骨堂の販売に伴う大幅な売上の増加を図ってまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,200,000,000

計 1,200,000,000

　

②【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年6月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年8月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 274,158,934 274,158,934
東京証券取引所　
(市場第一部）

単元株式数　1,000株

計 274,158,934 274,158,934 ― ―

(注)　提出日現在発行数には、平成25年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

　

(2)【新株予約権等の状況】

　

　該当事項はありません。

　

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

　該当事項はありません。

　　

(4)【ライツプランの内容】

　

　該当事項はありません。

　　

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

― 274,158 ― 11,415,834 ― 5,105,960
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(6)【大株主の状況】

　 　 平成25年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ファー　イースト　グローバル
アジア　リミテッド（常任代理
人　ホーン・チョン・タ）

3rd Floor One Capital Place Shedden Road
George Town　Grand CaymanBritish
West Indies
(東京都港区虎ノ門５丁目２番６号）

110,683 40.37

ゴールドマンサックスインターナ
ショナル（常任代理人ゴールドマ
ン・サックス証券株式会社）

133 Fleet Street London EC 4A 2BB, UK
(東京都港区六本木６丁目10番１号　六本木
ヒルズ森タワー）

54,937 20.04

ファー・イースト・グローバル・
アジア株式会社

東京都港区虎ノ門５丁目２番６号 30,000 10.94

ソシエテ　ジェネラル　バンク　
アンド　トラスト　シンガポー
ル　カスト　アセット　メイン　
アカウント　スクリプレス
（常任代理人香港上海銀行東京支
店）

One Raffles Quay 35-01 North Tower,
Singapore 048583
(東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

5,876 2.14

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２-10 1,567 0.57

脇田弘仁 千葉県流山市 1,200 0.44

志水光一 東京都品川区 840 0.31

KGI ASIA LIMITED（常任代理人香
港上海銀行東京支店）

41/F Central Plaza, 18 Harbour Road,
Wanchai, Hong Kong
(東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

800 0.29

カブドットコム証券株式会社 東京都千代田区大手町１丁目３番２号 750 0.27

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口６）

東京都中央区晴海１丁目８-11 742 0.27

計 ― 207,395 75.65

(注) 1 ゴールドマンサックスインターナショナルの株式数54,691千株は、平成 23 年８月５日付の第三者割当増資の

割当先であるアルファ・コンセプト・インベストメント・リミテッドが実質的に保有する株式で

あります。

2 日本トラスティ・サービス信託銀行㈱の株式数742千株は信託業務にかかる株式であります。
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(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）　
普通株式　163,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

273,451,000
273,451 ―

単元未満株式
普通株式

544,934
― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 274,158,934 ― ―

総株主の議決権 ― 273,451 ―

(注) 1 「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が15,000株（議決権の数15個）含まれて

おります。

2「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式930株が含まれております。

②【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社アゴーラ・ホス
ピタリティー・グループ

東京都港区虎ノ門五丁目
２番６号

163,000 ― 163,000 0.06

計 ― 163,000 ― 163,000 0.06

　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年４月１日から平成25

年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表について、ＫＤＡ監査法人により四半期レビューを受けております。

　当社は、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、ＫＤＡ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

　 　 　 　
前連結会計年度

（平成24年12月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 534,320 1,018,497

　 　 売掛金 383,761 284,213

　 　 有価証券 256,773 316,464

　 　 貯蔵品 78,521 48,453

　 　 開発事業等支出金 549,261 621,662

　 　 その他 465,337 457,987

　 　 貸倒引当金 △2,448 △3,325

　 　 流動資産合計 2,265,527 2,743,954

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 　 　

　 　 　 建物及び構築物（純額） 303,822 4,256,082

　 　 　 車両運搬具（純額） 6,849 6,038

　 　 　 工具、器具及び備品（純額） 47,173 105,280

　 　 　 土地 1,555,520 3,355,313

　 　 　 住宅用賃貸不動産（純額） 4,733,120 4,713,062

　 　 　 有形固定資産合計 6,646,486 12,435,778

　 　 無形固定資産 　 　

　 　 　 借地権 5,000 5,000

　 　 　 商標権 199 185

　 　 　 ソフトウエア 20,335 18,556

　 　 　 のれん 1,369,906 1,322,977

　 　 　 電話加入権 364 364

　 　 　 無形固定資産合計 1,395,805 1,347,083

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 1,307,643 53,192

　 　 　 長期貸付金 253,430 216,537

　 　 　 長期未収入金 595,580 －

　 　 　 その他 70,660 88,002

　 　 　 貸倒引当金 △4,200 △4,180

　 　 　 投資その他の資産合計 2,223,114 353,552

　 　 固定資産合計 10,265,406 14,136,414

　 繰延資産 81,668 143,404

　 資産合計 12,612,603 17,023,773
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（単位：千円）

　 　 　
前連結会計年度

（平成24年12月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 買掛金 253,268 245,261

　 　 １年内返済予定の長期借入金 104,721 174,992

　 　 未払金 732,130 680,347

　 　 未払費用 179,929 155,999

　 　 未払法人税等 62,832 36,699

　 　 短期借入金 － 90,000

　 　 賞与引当金 28,000 36,995

　 　 ポイント引当金 7,006 884

　 　 その他 343,402 342,690

　 　 流動負債合計 1,711,290 1,763,870

　 固定負債 　 　

　 　 長期借入金 1,942,982 3,505,255

　 　 匿名組合出資預り金 200,000 3,094,795

　 　 退職給付引当金 3,064 3,064

　 　 長期預り保証金 619,403 617,051

　 　 繰延税金負債 13,366 8,969

　 　 その他 42,360 42,246

　 　 固定負債合計 2,821,177 7,271,383

　 負債合計 4,532,467 9,035,253

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 11,415,834 11,415,834

　 　 資本剰余金 5,105,960 5,105,960

　 　 利益剰余金 △8,415,939 △8,532,460

　 　 自己株式 △12,104 △12,245

　 　 株主資本合計 8,093,751 7,977,089

　 その他の包括利益累計額 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 1,222 －

　 　 為替換算調整勘定 △52,866 △37,645

　 　 その他の包括利益累計額合計 △51,643 △37,645

　 新株予約権 29,096 41,835

　 少数株主持分 8,932 7,239

　 純資産合計 8,080,135 7,988,519

負債純資産合計 12,612,603 17,023,773
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(2）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日）

売上高 1,507,948 3,387,021

売上原価 1,291,286 3,061,132

売上総利益 216,661 325,889

販売費及び一般管理費 ※　　292,219 ※　　365,020

営業損失（△） △75,558 △39,131

営業外収益 　 　

　 受取利息 504 715

　 受取配当金 173 21

　 為替差益 4,461 34,233

　 消費税等免税益 21,334 31,483

　 その他 4,656 22,108

　 営業外収益合計 31,131 88,562

営業外費用 　 　

　 支払利息 21,752 41,944

　 持分法による投資損失 45,237 43,518

　 開業費償却 － 22,758

　 その他 964 8,918

　 営業外費用合計 67,954 117,139

経常損失（△） △112,381 △67,708

特別利益 　 　

　 受取補償金 2,814 －

　 新株予約権戻入益 47,952 －

　 投資有価証券売却益 － 1,817

　 特別利益合計 50,767 1,817

特別損失 　 　

　 固定資産除却損 371 －

　 特別損失合計 371 －

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純損失

（△）
△61,985 △65,890

匿名組合損益分配額 － 29,681

税金等調整前四半期純損失（△） △61,985 △95,572

法人税、住民税及び事業税 32,017 23,940

法人税等調整額 △681 △1,285

法人税等合計 31,336 22,655

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △93,322 △118,227

少数株主損失（△） △3,710 △1,707

四半期純損失（△） △89,611 △116,520
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日）

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △93,322 △118,227

その他の包括利益 　 　

　 その他有価証券評価差額金 1,795 △1,222

　 為替換算調整勘定 △60,702 15,221

　 その他の包括利益合計 △58,907 13,998

四半期包括利益 △152,229 △104,229

（内訳） 　 　

　 親会社株主に係る四半期包括利益 △148,519 △102,521

　 少数株主に係る四半期包括利益 △3,710 △1,707
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(3）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 税金等調整前四半期純損失（△） △61,985 △95,572

　 減価償却費 37,519 156,839

　 貸倒引当金の増減額（△は減少） △722 851

　 退職給付引当金の増減額（△は減少） 84 －

　 賞与引当金の増減額（△は減少） 4,272 8,995

　 ポイント引当金の増減額（△は減少） △453 △5,948

　 その他の引当金の増減額（△は減少） △4,000 △173

　 受取利息及び受取配当金 △678 △736

　 支払利息 21,752 41,944

　 為替差損益（△は益） △4,638 △7,223

　 持分法による投資損益（△は益） 45,237 43,518

　 投資有価証券売却損益（△は益） － △1,817

　 のれん償却額 50,538 47,085

　 繰延資産償却額 － 21,258

　 新株予約権戻入益 △47,952 －

　 売上債権の増減額（△は増加） 98,309 99,557

　 営業投資有価証券の増減額（△は増加） △171 △59,690

　 たな卸資産の増減額（△は増加） 9,476 30,068

　 開発事業支出金の増減額（△は増加） △25,675 △18,776

　 仕入債務の増減額（△は減少） △33,261 △16,587

　 その他の流動資産の増減額（△は増加） △13,995 251,038

　 その他の流動負債の増減額（△は減少） △60,550 △86,878

　 その他の固定資産の増減額（△は増加） 701 0

　 その他の固定負債の増減額（△は減少） △5,253 △38,033

　 その他 △34,786 3,945

　 小計 △26,233 373,663

　 利息及び配当金の受取額 1,112 736

　 利息の支払額 △21,991 △48,480

　 法人税等の支払額 △30,718 △51,418

　 営業活動によるキャッシュ・フロー △77,830 274,501

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 定期預金の預入による支出 △1 －

　 有形固定資産の取得による支出 △23,103 △6,063

　 無形固定資産の取得による支出 － △321

　 投資有価証券の売却による収入 － 3,972

　 匿名組合出資金の払込による支出 △334,625 －

　 貸付けによる支出 － △55,923

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △357,730 △58,336
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（単位：千円）

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日）

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 短期借入金の純増減額（△は減少） － 90,000

　 長期借入金の返済による支出 △118,170 △87,456

　 自己株式の取得による支出 △70 △141

　 少数株主からの払込みによる収入 5,000 －

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △113,240 2,402

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,055 △39,996

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △551,858 178,570

現金及び現金同等物の期首残高 1,531,854 590,835

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 253,858

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※　　979,996 ※　　1,023,264
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日)

連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、新たに基金拠出金の総額を引き受けたことにより、ギャラクシー一般社団法

人、オリオン一般社団法人、ヴァルゴ一般社団法人、ジェミニ一般社団法人、ギャラクシー合同会社、オリオ

ン合同会社、ヴァルゴ合同会社、ジェミニ合同会社を連結の範囲に含めております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

　

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日)

給料及び手当 31,493千円 29,391千円

租税公課 27,579 〃 83,071 〃

支払報酬 25,841 〃 40,902 〃

株式上場関連費用 16,969 〃 12,962 〃

のれん償却額 50,538 〃 47,085 〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日)

現金及び預金 1,074,816千円 1,018,497千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △201,261 〃 ―

証券会社預け金 106,441 〃 4,767 〃

現金及び現金同等物 979,996千円 1,023,264千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　平成24年１月１日　至　平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自　平成24年１月１日　至　平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２宿泊事業

住宅等不動
産開発事業

霊園事業
証券投資事

業
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 1,127,187 150,262 204,782 25,715 1,507,948 ― 1,507,948

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,127,187 150,262 204,782 25,715 1,507,948 ― 1,507,948

セグメント利益又は損失
（△）

△59,119 75,992 △3,872 25,715 38,716 △114,274 △75,558

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△114,274千円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２宿泊事業

住宅等不動
産開発事業

霊園事業
証券投資
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 2,933,362 143,756 303,787 6,115 3,387,021 ― 3,387,021

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 2,933,362 143,756 303,787 6,115 3,387,021 ― 3,387,021

セグメント利益又は損失(△) △26,115 67,982 23,155 6,115 71,137 △110,268 △39,131

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△110,268千円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年1月1日
至　平成24年6月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年1月1日
至　平成25年6月30日)

　 １株当たり四半期純損失金額(△) △0円33銭 △0円43銭

　　(算定上の基礎) 　 　

　　四半期純損失金額(△)(千円) △89,611 △116,520

　　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　　普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △89,611 △116,520

　　普通株式の期中平均株式数(千株) 274,001 273,996

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

　　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であるため、記載して

おりません。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成27年４月30日

株式会社アゴーラ・ホスピタリティー・グループ

取締役会　御中

　

ＫＤＡ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐佐木　　敬昌　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　関　本　　　享　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アゴー

ラ・ホスピタリティー・グループの平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年６月30日

まで)に係る訂正後の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括

利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アゴーラ・ホスピタリティー・グループ及び連結子会社の平

成25年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

その他の事項

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、

当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成25年８月14日に四半期レビュー報告書を提出した。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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